











































































































































購買意圖 Purchase Intent 購買意図 購買意図 
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4. 資料の発布と收集は５Ｗ１Ｈ、（when、 where、 who、why、what ,how）
の原則として、 時間、場所、対象、地域、材料(手段・測定器具・
材料)などを確認し実施する。 
5. 資料の整理と分析 : アンケートの配布と回収後、本研究では SPSS 














Multiple linear regression analysis 
H5 
重回帰分析 




















  属性 ＜α=0.05     属性 ＜α=0.05 
 
  属性 ＜α=0.05 
1.性別 
PK     
2.年齡 
PK *   
3.婚姻 
PK   
PA *   PA *   PA   
ID     ID *   ID   
PI     PI *   PI   
                  
4.職業 
PK *   
5.平均 
PK *   
6.学歴 
PK * 
PA *   PA *   PA * 
ID *   ID *   ID * 










  属性 ＜α=0.05     属性 ＜α=0.05     属性 ＜α=0.05 
1.性別 
PK *   
2.年齡 
PK *   
3.婚姻 
  状況 
PK * 
PA *   PA *   PA * 
ID *   ID *   ID * 
PI *   PI *   PI * 
  
4.職業 
ID *   
5.平均 
  月收 
PK *   
6.学歴 
PK * 
PA *   PA *   PA * 
PI *  ID *   ID   













個人属性ー内部 個人属性ー外部 個人属性―購買決定 
1.  性別 日本＜台湾 日本＝台湾 日本＞台湾 
2.  年齡 日本＝台湾 日本＝台湾 日本＝台湾 
3.  婚姻状況 日本＜台湾 日本＜台湾 日本＞台湾 
4.  職業 日本＝台湾 日本＝台湾 日本＝台湾 
5.  平均月收 日本＝台湾 日本＝台湾 日本＞台湾 









モデル 有意確率 ＜α=0.05  モデル 有意確率 ＜α=0.05  
1 
(定数) 0.00  * 
1 
(定数) 0.00  * 
PK 0.00  * PK 0.00  * 
PA 0.29    PA 0.25    
ID 0.00  * ID 0.00  * 






係数 a 係数 a 
モデル 有意確率 <alpha  モデル 有意確率 <alpha  
1 
(定数) 0.00  * 
1 
(定数) 0.00  * 
PS 0.00  * PS 0.49    
IS 0.01  * IS 0.00  * 
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食用の可否 必ずしも 食用可 食用可 
































した。正式に「機能性食品」という名称は、「特定保健用」（Foods for Specified Health 
Use, FOSHU)という名称に変更された。 
・ 1991年 9月より申込受付を開始した。  
・ 1995 年に初めてトクホ製品が許可された ( 橘川， 2006)。15  
・ 2001年 4月に厚生労働省によって「特定保健用食品と栄養機能食品を合わせた食品群
(Foods with Health Claims, FHC)」16が公布された。生理機能を持っている「栄養機
能食品」は保健機能食品の管理範囲に組み入れた。そのため、日本の保健機能食品は
主に（1）特定保険法食品（FOSHU)、（2）栄養機能食品（FNFC)の 2種類に分けられる。 








 日本の特定保健用食品のすでに許可した保健用途(health claims)がおよそ 8種類ある
ことを公言した。（1）整腸、（2）血圧関連、 (3) コレステロール関連、 (4) 血糖値関連、
(5) ミネラル吸収関連、(6) 中性脂肪・体脂肪、中性脂肪関連、(7) 虫歯関連、(8) 骨関




台湾の健康食品管理法は 1999年 2月 3日に公布され、同年 8月 3日に正式に施行した。 
17 
 











































世界保健機関(World Health Organization, WHO)統計（2002 年）によると、フランス



























審査する製品（すなわち FOSHU）は 400 項を超えて、その市場規模は 50 億ドルに達し、
全体の機能性食品の市場規模の 31.25％を占めている。胃腸機能の製品の市場規模は、
























































































図 1-1 健康食品概念図  














































































































































(1) 消費者購買行動の研究経緯  
消費者行動論の起源は他の分野と比較すると非常に早い。学問として初めて確立された
のは 1960 年代である。また、最初の専門的な消費者行動学の定期刊行物『Journal of 



















































































































































































                                                                                                                                                        
17 許朝凱，2007，食品生技，國內外保健食品管理制度概況第十一期 P27 
18 台灣行政院衛生福利部食品藥物管理署 http://www.fda.gov.tw/TC/site.aspx?sid=37 
19 台灣行政院農委會食品生技 2009 NO.18 
20 台灣行政院食品所 ITIS 計畫調查:台灣行政院農委會農業生技產業季刊 MACRO TRENDS 
21 台灣行政院衛生署網站；食品所 ITIS 計畫資料整理。台灣行政院衛生署網站；食品所 ITIS 計畫
資料整理。 
22 World Health Organization(W H O,1948.04.07) 
23 McCarthy, E. J. (1960). Basic marketing: a managerial approach. Homewood, IL: Richard D. 
Irwin. Inc., 1979McCarthyBasic Marketing: A Managerial Approach1979. 
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1985 ; Furse, Punj, and Stewart, 1984)44。 
























































響力を持つ(Onkvisit and Shaw, 1987)54。意思決定の過程における消費者は、多くの内
部要因や外部要因から影響を受ける(Holden, 1994)55。それは商品の購入目的及び時間















ランド(Shimp and Bearden, 1982)68、メーカーの名声(Shapiro, 1983)69などである。 
 
(3) 知覚評価に関する研究の整理 
① Sparks, P., & Shepherd, R. (1994). 70 
知覚評価は食品関連の危険に対するリスク知覚の異なる観点を統合したあと、有益な
ベースと購買相関知識を提供できる。 
② Saarela, M., Lähteenmäki, L., Crittenden, R., Salminen, S., &Mattila- 
Sandholm, T. (2002).71 
利益の知覚は、製品訴求と強い相関がある。 
 










⑤ Lin, Long-Yi, and Chun-Shuo Chen. (2006)74 
調査結果は、異なる商品の関与の下で、製品知識は消費者の購買決定に著しくポジテ
ィブな影響があることを示した。 
   
⑥ Bissonnette, M. M., &Contento, I. R. (2001).75 
商品の知覚、行動意図及び食品選択は強く相関していた。 
 






































































② 購入が失敗した場合の重要性（Risk importance） 
消費者が製品を間違って購入した場合に負担するリスクの主観的認知を指す。 
 









































































また、Buzzell and Gale (1987)99の研究は、サービス品質が比較的高い企業に対して、
顧客の購入意図が高いことを実証した。そしてその企業が市場占有率の拡大する傾向があ






















④ Mucci, A., Hough, G., &Ziliani, C. (2004)106 








⑤ Lodorfos, G. N., & Dennis, J. (2008).107 










Cronin and Taylor (1994)109は、サービス業の研究においてサービス品質が顧客の購買
意図に影響を与えることを実証した。Keaveney (1995)110は、企業が良好なサービスを提
供できる場合、顧客満足度を向上させることができて、顧客との関係を構築することもで
きるとし、その後の取引を進んで行なうことを発見した。Jone and Sasser (1995)111は 4
種の形態のサービス業を対象とした研究を行ない「サービス品質及び顧客の満足度は購買
意図に著しい影響がある」ことを発見した。 
































に積極的な役割りを演じている。Lim Kit Siang , coma Wu Chi , Zhan to Ling , Huang 
























































Underwood, R. L., &Ozanne, J. L. (1998)126によると、包装形態の原因と顧客関係の
高まりがわかった。そして利益を得ているはずであるということがわかった。Wills, J. M., 











































消費者の経験が貧しいとき、外部の情報により影響されやすい(Hirschman, 1985134; Alba 













































































Lichenstein, Ridgway, and Netemeyer, （1993)146は、価格要因を「消費者が商品購入
について集中する程度」と定義した。一般的に、高所得の消費者は、認知度の高いブラン
ド品の使用者であることが多い。それは有名ブランド品の品質が比較的良質であると認識
しているためである。しかもより高い価格で購入する意向がある(Png and Reitman, 
1995)147。Raju et al.(1995)148は、価格に敏感な消費者にとって、低価のブランド品はよ
り魅力的であると指摘した。 
価格意識の水準は、よく消費者購入意思決定の重要な指標である(Burger and Schott, 
1972; Rothe and Lamont, 1973)149。消費者の所得が低くなるほど、価格意識が高くなる 
(Gabor and Granger, 1979150; Lumpkin, Hawes, and Darden, 1986151)。よく割引やキャ
ンペーン商品を購入する消費者は価格意識がより高い(Babakus and Tat, 1988)152 。また、
価格と品質の関連性を比較的重視していない消費者は、価格の意識が比較的に高い




















③ Krystallis, A., &Chryssohoidis, G. (2005).159 



































































































③ Brownell, K. D., Farley, T., Willett, W. C., Popkin, B. M., Chaloupka, 
F. J., Thompson, J. W., & Ludwig, D. S. (2009).182 
消費者は、購入決定をする間際でコストに気づく。 
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(3) 方法（how）：  
· 資料の出所：アンケート調査票を回収後、整理する。 










表 3-1 分析方法使用表 
部分 分析方法 作用 
予備調査 信頼度分析 55題から修正後 47題になる 
個人属性 記述統計分析 個人属性の記述統計分析 
個人属性―内部要因 t検定及び ANOVA 分析 Ｈ１、Ｈ２、Ｈ３ 



























































































































and Dick, 1996)188。そして Engelらが主張している消費者の購買決定に影響を与える要
素とは、消費者が持つ、価値観、生活スタイル、モチベーション、態度及び個人の特徴か























 知覚評価 （Perception Assessment） 
商品を評価する際に、消費者は商品の手がかりを考慮する以外、マスコミと代理店
からの情報を考慮することもある。情報を伝えるマスコミからの口コミは、消費者が





















 購買意図 （Purchase Intent） 




Jone and Sasser (1995)195は 4種類の形態のサービス業を研究サンプルとした研究の
結果、サービス品質及び顧客の満足度は購買意図に著しい影響があることを発見した。 











 包装形態（ Package Styles） 
先行研究の分析から、包装形態の原因と顧客関係の高まりには相関関係があり、利
益を得ているということがわかった（Wills, J. M., Schmidt, D. B., Pillo‐Blocka, 














 価格要因（ Price Factory） 
価格意識の水準は、消費者の購入意思決定の重要な指標である(Burger and Schott, 















































































































モチベーション、態度及び個人の特徴から成るとしている(Engel et al ., 2006)202。そ
れにより、「個人属性」をアンケートの調査票に入れる。 
 
表 3-2 アンケート調査票－個人属性 
個人属性の部分 
1、あなたの性別：a.  男性  b.  女性  
2、あなたの年齡は： 
a.20 才以下 b.21～30 才 c.31～40 才 d.41～50才   
e.51～60才 f.61～70 才 g.71 才以上 
3、あなたの婚姻状況は：a.未婚  b.既婚 
 
4.あなたの職業は： 
a.公務員、教師     b.製造業        c.農業         
d.漁業              e.サービス業    f.専業主婦    
g.自由業            h.会社員(内勤)   i.会社員(肉体労働)   
j.企業主          k.学生        l.退職者  
k.その他 
5、あなたの平均月收は： 
a. 90,000 円以下            b. 90,001～120,000 円  
c.120,001～150,000 円      d.150,001～180,000 円  
e.180,001～210,000 円    f.210,001～240,000 円  
g.240,001 円以上 
6、あなたの学歴は： 
a.中学校以下          b.高等学校・高等専修学校  
c.短期大学・専門学校   d.大学    e.大学院以上 
 













表 3-3 アンケート調査票－商品知識 
内部要因―商品知識 
7. 私は健康食品についてかなり詳しい。 1 2 3 4 5 
8. 私は健康食品に関する知識を積極的に集めている。 1 2 3 4 5 
9. 私は他人に対して健康食品についてのアドバイスを与えることが
できる。 
1 2 3 4 5 
10. 私はいくつかの健康食品の効用またはブランドの違いを比較し、
指摘することができる。 
1 2 3 4 5 








1 2 3 4 5 
12. 規則や規定に違反した健康食品業者に対する政府の取り締まりが
厳しくなればなるほど、健康食品を安心して購入できる。 
1 2 3 4 5 
13. 認証マークがある健康食品のほうが、購入する意欲は高まる 1 2 3 4 5 
14. 商品パッケージの説明（栄養及び成分など）が詳細であればある
ほど、健康食品を購入する意欲は高まる。 
1 2 3 4 5 
15. 高額商品への責任保険に加入している健康食品のほうが、購入す
る意欲は高まる。 
1 2 3 4 5 
16. メーカーが商品の各検査結果を公表しているかどうかは、非常に
重要である。 
1 2 3 4 5 
17. メーカーが商品の効用について詳細に説明するかどうかは、非常
に重要である。 
1 2 3 4 5 




表 3-5 アンケート調査票－関与程度 
内部要因―関与程度 




1 2 3 4 5 
20. 健康食品にとても興味がある。 1 2 3 4 5 
21. 健康食品の成分をよく調べてから摂取している。 1 2 3 4 5 
（出所）：筆者作成。    
 
 内部要因―購買意図（ＰＩ） 




1 2 3 4 5 
23. 近日中に健康食品を購入する予定がある。 1 2 3 4 5 
24. 今後、健康食品を購入したいと考えている。 1 2 3 4 5 
25. 今後、健康食品の購入を親戚や友人に薦めたいと考えている。 1 2 3 4 5 
26. 今後、健康食品の購入金額を増やしたいと考えている。 1 2 3 4 5 







表 3-7 アンケート調査票－包装形態 
外部要因―包装形態 
27. 錠剤の健康食品は安心して購入できる。 1 2 3 4 5 
28. 液状の健康食品は安心して購入できる。 1 2 3 4 5 
29. 粉末の健康食品は安心して購入できる。 1 2 3 4 5 
30. ガラス瓶に包装されている健康食品は安心して購入できる * 1 2 3 4 5 
31. プラスチックボトルに包装されている健康食品は安心して購入で
きる。 
1 2 3 4 5 
32. PTPシート（薬をアルミなどの薄い金属とプラスチックで 1錠ずつ
分けて包装したもの）の健康食品は安心して購入できる。 
1 2 3 4 5 
33. アルミ分包の健康食品は安心して購入できる。 1 2 3 4 5 








1 2 3 4 5 
35. 健康食品の購入において、新聞や雑誌の広告による影響は大きい。 
 
1 2 3 4 5 
36. 健康食品の購入において、インターネット上における購入者によ
る評価の影響は大きい。 
1 2 3 4 5 
37. 健康食品の購入において、親戚及び友人の薦めによる影響は大き
い。 
1 2 3 4 5 
38. 健康食品の購入において、セールスマンの薦めによる影響は大き
い。 
1 2 3 4 5 
39. 健康食品の購入において、講演会や商品の説明会による影響は大
きい。 








1 2 3 4 5 
41. 価格が多少高くても、商品の保証やアフターサービスを重視す
る 。 
1 2 3 4 5 
42. 価格が多少高くても、過去に購入した健康食品と同じ商品を購入
することが多い 。 
1 2 3 4 5 
43. 価格が多少高くても、健康食品の広告を信用して購入する 。 1 2 3 4 5 
44. 価格が多少高くても、健康食品の購入の際は、効能を最も重視す
る 。 
1 2 3 4 5 
（出所）：筆者作成。    
 
(3) 購買決定（ＰＤ） 




1 2 3 4 5 
46. 健康食品の購入において、実際に摂取した人の評価は影響を与え
る。  
1 2 3 4 5 
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47. 健康食品を購入する時、安い価額が購買決定に影響を与える。  1 2 3 4 5 




































· 配布数 ：日本：１２００部のアンケートが配布され 
台湾：１２００部のアンケートが配布され 
   
· 有効回収数 ：日本：1080  、台湾：1097 
   











日本 :東京 300、名古屋 300、大阪 300、鹿児島 300、合計 1,200 




表 3-11 アンケート配布・有効回収状況表 
 日本 台灣 
配布数 1200 1200 
有効回収数 1080 1097 
有効回收率 90.00% 91.41% 
(出所)筆者作成。    
 















析，t検定及び ANOVA分析を使用し、分析の結果は仮説 2 (H2)に回答する。(H2) 
4. 日本と台湾から回収したアンケートによって、個人属性から購買決定に対する分
析，t検定及び ANOVA分析を使用し、分析の結果は仮説 3 (H3)に回答する。(H3) 
5. 日本と台湾から回収したアンケートによって、内部要因から購買決定に対する回
帰分析，分析の結果は仮説 4 (H4)に回答する。(H4) 
6. 日本と台湾から回収したアンケートによって、外部要因から購買決定に対する回
帰分析，分析の結果は仮説 5 (H5)に回答する。(H5) 
7. 日本と台湾から回収したアンケートによって、内部要因と購買決定に媒介分析，
分析の結果は仮説 6 (H6)に回答する。(H6) 
 
表 3-12 分析方法一覧表 
NO. 作用 分析方法 対応 
１ 個人屬性 記述統計 日本と台湾 
２ 個人屬性 - 内部要因 t検定、 ANOVA (H1) 
３ 個人屬性 - 外部要因 t検定、 ANOVA (H2) 
４ 個人属性 – 購買決定 t検定、 ANOVA (H3) 
５ 内部要因 – 購買決定 回帰分析 (H4) 




















表 3-13 個人属性―内部要因の分析使用方法表 






































































度(Involvement Degree)、購買意図(Purchase Intent)の略語を記述している。 
 
 
表 3-14 内部要因略語リスト 
変数 部分 略語 英語 説明 要因略語 





























3. 個人属性―外部要因分析  t検定 ANOVA  (H2) 
 
表 3-15 外部要因略語リスト 
変数 部分 略語 英語 説明 要因略語 
   Personal Attribute 個人属性 個人属性 
独立変数 外部 
PS Packaging Styles 包装形態 包装形態 
IS Information Source 情報源 情報源 











表 3-16 個人属性―外部要因の分析使用方法表 
属性 因子名 略称 使用方法 
1.性別 
包装形態 (Packaging Styles) 
情報源   (Information Source) 






包装形態 (Packaging Styles) 
情報源   (Information Source) 






包装形態 (Packaging Styles) 
情報源   (Information Source) 






包装形態 (Packaging Styles) 
情報源   (Information Source) 






包装形態 (Packaging Styles) 
情報源   (Information Source) 






包装形態 (Packaging Styles) 
情報源   (Information Source) 








4. 個人属性―購買決定分析  t検定 ANOVA  (H3) 
 
表 3-17 要因略語リスト 
変数 部分 略語 英語 説明 要因略語 
   Personal Attribute 個人属性 個人属性 











表 3-18 個人属性―購買決定の分析使用方法表 
属性 因子名 略称 使用方法 
1.性別 購買決定（Purchase Decision） PD t検定 
2.年齡 購買決定（Purchase Decision） PD ANOVA 
3.婚姻状況 購買決定（Purchase Decision） PD t検定 
4.職業 購買決定（Purchase Decision） PD ANOVA 
5.平均月收 購買決定（Purchase Decision） PD ANOVA 







表 3-19 内部要因―購買決定 


















表 3-20 外部要因―購買決定 
外部要因 略称 因子名 略称 使用方法 
包装形態 (Packaging Styles) 
情報源   (InformationSource) 


















表 3-21 媒介分析表 
内部要因 
外部要因 














包装形態 (Packaging Styles) 
情報源   (InformationSource) 
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表 4-1 日本部分の個人属性―統計量 
統計量 性別 年齡 婚姻状況 職業 平均月收 学歴 
度数 
有効 1080 1080 1080 1080 1080 1080 





本調査により, 日本の取材対応者の性別について男性 510 名、女性 570 名であった。比
率は男性 47.2％、女性 52.8％であった。 
 
 
表 4-2 日本部分の個人属性―性別 
性別 度数 
比率（％） 
構成比率 有効構成比率 累積構成比率 
有効 
男 510 47.2 47.2 47.2 
女 570 52.8 52.8 100.0 





本調査により, 日本の取材対応者の年齡について第一位は 31～40 才（計 254 名 25.8%）、





表 4-3 日本部分の個人属性―年齡 
年齡 度数 
比率（％） 
構成比率 有効構成比率 累積構成比率 
有効 
20 才以下 57 5.3 5.3 5.3 
21～30 才 236 21.9 21.9 27.1 
31～40 才 279 25.8 25.8 53.0 
41～50 才 189 17.5 17.5 70.5 
51～60 才 164 15.2 15.2 85.6 
61～70 才 99 9.2 9.2 94.8 
71 才以上 56 5.2 5.2 100.0 










表 4-4 日本の個人属性―婚姻状況 
婚姻状況 度数 
比率（％） 
構成比率 構成比率 構成比率 
有効 
未婚 411 38.1 38.1 38.1 
既婚 669 61.9 61.9 100.0 






本調査により, 日本の取材対応者の職業について第一位はサービス業（計 254 名、23.5%）、








表 4-5 日本部分の個人属性―職業 
職業 度数 
比率（％） 
構成比率 構成比率 構成比率 
有効 
公務員、教師等 41 3.8 3.8 3.8 
製造業 43 4.0 4.0 7.8 
農林漁業 64 5.9 5.9 13.7 
サービス業 254 23.5 23.5 37.2 
専業主婦 134 12.4 12.4 49.6 
自由業 80 7.4 7.4 57.0 
会社員(内勤) 199 18.4 18.4 75.5 
会社員(肉体労働) 55 5.1 5.1 80.6 
企業主 46 4.3 4.3 84.8 
学生 81 7.5 7.5 92.3 
退職者 41 3.8 3.8 96.1 
その他 42 3.9 3.9 100.0 






本調査により, 日本の取材対応者の平均月収入について第一位は 180,001～210,000 円
（計 288 名 、26.7%）、第二位は 210,001～240,000 円（計 211 名 、19.5%）、第三位は 90,000 
円以下（計 156 名 、14.4%）であった。 
 
表 4-6 日本部分の個人属性―平均月收 
平均月収（円） 度数 
比率（％） 
構成比率 構成比率 構成比率 
有効 
90,000 以下 156 14.4 14.4 14.4 
90,001～120,000 55 5.1 5.1 19.5 
120,001～150,000 133 12.3 12.3 31.9 
150,001～180,000 136 12.6 12.6 44.4 
180,001～210,000 288 26.7 26.7 71.1 
210,001～240,000 211 19.5 19.5 90.6 
240,001 以上 101 9.4 9.4 100.0 






大学・専門学校（285 名）、第三位は高等学校・高等専修学校（225 名）であった。 
 
 
表 4-7 日本部分の個人属性―学歴 
学歴 度数 
比率（％） 
構成比率 構成比率 構成比率 
有効 
中学校以下 63 5.8 5.8 5.8 
高等学校・専修学校 225 20.8 20.8 26.7 
短期大学・専門学校 285 26.4 26.4 53.1 
大学 464 43.0 43.0 96.0 
大学院以上 43 4.0 4.0 100.0 











表 4-8 台湾部分の個人属性―統計量 
 
性別 年齡 婚姻狀況 職業 平均月收入 教育程度 
度数 
有効 1097 1097 1097 1097 1097 1097 





本調査により, 台湾の取材対応者の性別について男性 598 名，女性 499 名。比率は 男








表 4-9 台湾部分の個人属性―性別 
 
度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 
男 598 54.5 54.5 54.5 
女 499 45.5 45.5 100 





本調査により、台湾の取材対応者の年齡について第一位は 31～40 才、計 351 名、32.0%




表 4-10 台湾部分の個人属性―年齡 
 
度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 
20 歳以下 42 3.8 3.8 3.8 
21～30 歳 186 17.0 17.0 20.8 
31～40 歳 351 32.0 32.0 52.8 
41～50 歳 306 27.9 27.9 80.7 
51～60 歳 135 12.3 12.3 93.0 
61～70 歳 51 4.6 4.6 97.6 
71 歳以上 26 2.4 2.4 100.0 






本調査により、台湾の取材対応者の婚姻状況について未婚 426 名，既婚 671 名。比率は
未婚 38.8%、既婚 61.2%であったことがわかった。 
 
表 4-11 台湾部分の個人属性―婚姻狀況 
 
度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 
未婚 426 38.8 38.8 38.8 
既婚 671 61.2 61.2 100.0 








 本調査により, 台湾の取材対応者の職業について第一位はサービス業、計 220 名、20.1%




表 4-12 台湾部分の個人属性―職業 
 
度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 
公務員、教師等 93 8.5 8.5 8.5 
製造業 119 10.8 10.8 19.3 
農、林、漁、業 65 5.9 5.9 25.3 
サービス業 220 20.1 20.1 45.3 
専業主婦 45 4.1 4.1 49.4 
自由業 150 13.7 13.7 63.1 
会社員(内勤) 127 11.6 11.6 74.7 
会社員(肉体労働) 33 3.0 3.0 77.7 
企業主 97 8.8 8.8 86.5 
学生 45 4.1 4.1 90.6 
退職者 37 3.4 3.4 94.0 
その他 66 6.0 6.0 100.0 








で、計 268 名 、24.4%を占める。第二位は 90,001～120,000 円で、 計 233 名 、21.2%を占
める。第三位は 150,001～180,000 円で、計 188 名 、17.1%を占める。 
 
 
表 4-13 台湾部分の個人属性―平均月收 
 
度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 90,000 円以下 177 16.1 16.1 16.1 
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90,001～120,000 円 233 21.2 21.2 37.4 
120,001～150,000 円 268 24.4 24.4 61.8 
150,001～180,000 円 188 17.1 17.1 78.9 
180,001～210,000 円 122 11.1 11.1 90.1 
210,001 円以上 109 9.9 9.9 100.0 







本調査により、台湾の取材対応者の学歴について、第一位は大学で、計 414 名 、37.7%
を占める。第二位は短期大学・専門学校で、 計 274 名 、25.0%を占める。第三位は高等
学校・高等専修学校で、計 213 名 、19.4%を占める。 
 
 
表 4-14 台湾部分の個人属性―学歴 
 
度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント 
有効 
中学校以下 41 3.7 3.7 3.7 
高等学校・高等専修学校 213 19.4 19.4 23.2 
短期大学・専門学校 274 25.0 25.0 48.1 
大学 414 37.7 37.7 85.9 
大学院以上 155 14.1 14.1 100.0 









表 4-15 日・台おける内部要因と外部要因の平均値一覧表 
 







内部要因-商品知識(PK)     
1. 私は健康食品についてかなり詳しい。 3.46 1.26 3.11 1.27 
2. 私は健康食品に関する知識を積極的に集めている。 3.49 1.19 3.23 1.26 
3. 私は他人に対して健康食品についてのアドバイスを与えること
ができる。 
3.44 1.20 3.06 1.28 
4. 私はいくつかの健康食品の効用またはブランドの違いを比較し、
指摘することができる。 
3.70 1.17 3.24 1.32 
小計平均値 3.52 1.20 3.16 1.28 
内部要因-知覚評価(PA)     
1.健康食品に対する政府の法令および規定が厳しくなればなるほ
ど、健康食品を購入する意欲は高まる。 
3.97 1.00 3.78 1.17 
2.規則や規定に違反した健康食品業者に対する政府の取り締まりが
厳しくなればなるほど、健康食品を安心して購入できる。 
4.21 0.87 3.84 1.27 
3.認証マークがある健康食品のほうが、購入する意欲は高まる。 4.03 1.02 3.71 1.20 
4.商品パッケージの説明（栄養および成分など）が詳細であればあ
るほど、健康食品を購入する意欲は高まる。 
3.95 1.12 4.15 0.88 
5.高額商品への責任保険に加入している健康食品のほうが、購入す
る意欲は高まる。 
3.83 1.08 3.82 1.23 
6.メーカーが商品の各検査結果を公表しているかどうかは、非常に
重要である。 
4.12 1.15 3.97 1.19 
7.メーカーが商品の効用について詳細に説明するかどうかは、非常
に重要である。 
4.06 0.95 4.12 0.94 
小計平均値 4.02 1.02 3.91 1.12 
内部要因-関与程度(ID)     
1.健康食品は私の日常生活において、必要不可欠となっている 3.90 1.04 4.15 0.90 
2.健康食品は身体にとって有益であると信じており、親戚および友
人にも薦めている 
3.97 1.21 4.10 0.74 
3.健康食品にとても興味がある。 4.18 0.95 3.57 1.20 
4.健康食品の成分をよく調べてから摂取している。 4.30 0.91 3.88 0.95 
小計平均値 4.08 1.02 3.92 0.94 
内部要因-購買意図(PI)     
1.健康食品を摂取すると、摂取する前と比べて身体が明らかに健康
になったと感じる。 
3.72 1.07 3.78 0.97 
2.近日中に健康食品を購入する予定がある。 4.24 0.98 4.06 0.78 
3.今後、健康食品を購入したいと考えている。 4.08 1.11 4.04 0.82 
4.今後、健康食品の購入を親戚や友人に薦めたいと考えている。 4.06 1.10 3.93 0.92 
5.今後、健康食品の購入金額を増やしたいと考えている。 4.12 1.01 3.98 0.89 
小計平均値 4.04 1.05 3.95 0.87 
外部要因-包装形態(PS)     
1.錠剤の健康食品は安心して購入できる 4.27 0.91 3.82 0.97 
2.液状の健康食品は安心して購入できる。 4.25 1.02 3.87 0.85 
3.粉末の健康食品は安心して購入できる。 3.81 1.13 3.84 0.95 
4.ガラス瓶に包装されている健康食品は安心して購入できる。 3.61 1.2 3.67 1.01 
5.プラスチックボトルに包装されている健康食品は安心して購入で
きる。 





4.13 0.93 3.66 1.15 
7.アルミ分包の健康食品は安心して購入できる。 3.92 1.19 3.56 1.19 
小計平均値 3.96 1.07 3.73 1.03 
外部要因-情報源(IS)     
1.健康食品の購入において、テレビやラジオの広告による影響は大
きい。 
3.91 0.99 3.72 1.09 
2. 健康食品の購入において、新聞や雑誌の広告による影響は大き
い。 
4.28 0.871 3.6 1.19 
3.健康食品の購入において、インターネット上における購入者によ
る評価の影響は大きい。 
3.42 1.27 3.93 0.92 
4.健康食品の購入において、親戚および友人の薦めによる影響は大
きい。 
3.86 1.18 3.49 1.15 
5.健康食品の購入において、セールスマンの薦めによる影響は大き
い。 
4.11 1.03 3.59 1.10 
6.健康食品の購入において、講演会や商品の説明会による影響は大
きい。 
3.84 1.08 3.76 1.12 
小計平均値 3.90 1.07 3.68 1.09 
外部要因-価格要因(PF)     
1. 価格が多少高くても、知名度の高いブランドの健康食品を購入し
たい。 
3.84 1.16 4.05 1.03 
2. 価格が多少高くても、商品の保証やアフターサービスを重視す
る。 
4.4 0.85 3.76 1.02 
3. 価格が多少高くても、過去に購入した健康食品と同じ商品を購入
することが多い。 
3.99 0.87 3.25 1.33 
4.価格が多少高くても、健康食品の広告を信用して購入する。 3.89 0.93 3.84 0.96 
5.価格が多少高くても、健康食品の購入の際は、効能を最も重視す
る。 
4.06 0.87 4.06 0.84 
小計平均値 4.03 0.93 3.79 1.03 
決定要因-購買決定（PD）     
1.健康食品の購入において、学術的な報道や医学雑誌による影響を
与える。 
4.18 0.95 4.19 0.87 
2.健康食品の購入において、実際に摂取した人の評価による影響を
与える。 
3.84 1.21 3.38 1.24 
3.健康食品を購入する時、安い価額が購買決定の影響を与える。 3.59 1.32 2.48 1.27 
小計平均値 3.87 1.16 3.35 1.12 
























個人属性-性別の内部要因に関する T 検定の分析 
 
 




等分散検定 t 値 有意確率 (両側) 
1 PK 等分散を仮定する。 -0.38 0.71 
2 PA 等分散を仮定しない。 -3.32 0.00(*) 
3 ID 等分散を仮定しない。 -1.10 0.27 
4 PI 等分散を仮定しない。 0.43 0.67 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
 注：P < 0.05 は＊を示す。 
 
本研究の調査結果によって PA、ID、PI、帰無仮説は棄却される。対立仮説を受け入れ








表 4-17 日本部分―標本平均値 
平均値 
NO 属性 男 女 平均値 ランキング 
1 PK 3.56 3.59 3.58 4 
2 PA 3.93 4.08 4.01 2 
3 ID 4.07 4.12 4.10 1 










表 4-18 日本部分―標本平均値 
平均値 
NO 項目 
A B C D E F G 














1 PK 3.78 3.69 3.39 3.84 3.26 3.66 3.77 3.58 7.87 0.00(*) 
2 PA 3.86 4.12 3.85 4.14 4.11 4.34 3.32 4.02 17.75 0.00(*) 
3 ID 3.75 4.10 4.20 4.17 4.18 3.85 3.96 4.10 4.51 0.00(*) 
4 PI 3.80 3.98 3.96 4.02 4.13 3.61 3.22 3.92 14.95 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PK D>A>G>B>F>C>E 
2 PA F>D>B>E>A>C>G 
3 ID C>E>D>B>G>F>A 
4 PI E>D>B>C>A>F>G 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
 注：P < 0.05 は＊を示す。 
 
本研究の分析結果によるランキングの順次は関与程度(ID)＞知覚評価(PA)＞購買意図













表 4-19 日本部分―独立サンプルの検定 
NO 項目 等分散検定 t 値 有意確率 (両側) 
1 PK 等分散を仮定する。 1.29 0.19 
2 PA 等分散を仮定する。 1.83 0.06 
3 ID 等分散を仮定する。 0.78 0.43 
4 PI 等分散を仮定する。 0.74 0.45 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05 は＊を示す。 
 
本研究の分析結果によって PK、PA、ID、PI、は等分散を仮定する列の T 検定結果を採
用する。 
日本健康食品の個人属性から内部要因の分析結果より、有意確率は商品知識(PK)＝0.19、





表 4-20 日本部分―観察値概要 
平均値 
NO 属性 未婚 既婚 平均値 ランキング 
1 PK 3.6314 3.5486 3.5801 4 
2 PA 4.0693 3.9843 4.0167 2 
3 ID 4.1277 4.0867 4.1023 1 
4 PI 3.9428 3.9073 3.9208 3 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
 













































































1 PK 3.98 3.63 3.80 3.35 3.45 3.44 3.87 3.42 3.79 3.52 3.89 3.27 3.58 4.95 0.00(*) 
2 PA 3.62 4.09 4.51 3.95 4.07 4.01 4.06 4.53 3.95 3.97 4.22 2.88 4.02 18.44 0.00(*) 
3 ID 3.57 4.15 4.23 4.34 3.99 4.26 4.21 3.67 4.02 3.86 3.79 3.93 4.10 7.45 0.00(*) 
4 PI 4.02 4.09 3.82 4.01 3.73 3.96 4.15 3.39 4.23 3.98 3.67 3.17 3.92 11.76 0.00(*) 
Post-hoc Scheffe 
1 PK A>K>G>C>I>B>J>E>F>H>D>L 
2 PA H>C>K>B>E>G>F>J>I>D>A>L 
3 ID D>F>C>G>B>I>E>L>J>K>H>A 
4 PI I>G>B>A>D>J>F>C>E>K>H>L 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 



























A B C D E F 



















1 PK 3.48 3.35 3.73 3.62 3.31 3.98 3.58 10.45 0.00(*) 
2 PA 4.01 3.92 3.95 4.20 3.77 4.34 4.02 15.14 0.00(*) 
3 ID 3.84 3.71 3.98 4.11 4.35 4.30 4.10 15.60 0.00(*) 
4 PI 3.68 3.62 3.72 3.77 4.06 4.21 3.92 14.31 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PK F>C>D>A>B>E 
2 PA F>D>A>C>B>E 
3 ID E>F>D>C>A>B 
4 PI F>E>D>C>A>B 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 































A B C D E 










1 PK 3.18 3.43 3.43 3.73 4.37 3.58 14.78 0.00(*) 
2 PA 3.52 4.12 4.06 3.98 4.38 4.02 11.71 0.00(*) 
3 ID 3.48 3.87 4.18 4.24 4.27 4.10 18.37 0.00(*) 
4 PI 3.47 3.71 3.84 4.09 4.36 3.92 21.71 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PK E>D>B>C>A 
2 PA E>B>C>D>A 
3 ID E>D>C>B>A 
4 PI E>D>C>B>A 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05 は＊を示す。 
 
本研究の分析結果によるランキングの順次は関与程度(ID)＞知覚評価(PA)＞購買意図






















個人属性-性別の内部要因に関する T 検定の分析 
 




等分散検定 t 値 
有意確率 
(両側) 
1 PK 等分散を仮定する 2.32 0.02(*) 
2 PA 等分散を仮定する 2.55 0.01(*) 
3 ID 等分散を仮定しない 2.24 0.02(*) 
4 PI 等分散を仮定しない 5.12 0.00(*) 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05 は＊を示す。 
 
本研究の分析結果によって ID、PI、帰無仮説は棄却され、対立仮説を受け入れる。等分
散を仮定しない列の T 検定結果を採用する。PK PA は等分散を仮定する列の T 検定結果を
採用する。 
台湾健康食品の個人属性から内部要因に分析結果より、商品知識(PK)、知覚評価(PA)、




表 4-25 台湾部分―観察値概要 
平均値 
NO 項目 男 女 平均値 ランキング 
1 PK 3.23 3.08 3.16 4 
2 PA 3.97 3.87 3.92 3 
3 ID 3.98 3.89 3.94 1 














表 4-26 台湾部分―観察値概要 
平均値 
NO 項目 
A B C D E F G 














1 PK 2.22 3.22 3.27 3.17 3.14 3.14 2.84 3.16 6.09 0.00(*) 
2 PA 3.34 4.02 4.00 3.82 3.92 4.06 4.08 3.92 9.40 0.00(*) 
3 ID 3.83 4.07 4.00 3.77 3.95 4.06 4.04 3.94 5.84 0.00(*) 
4 PI 3.74 4.06 3.99 3.78 3.88 4.13 3.98 3.93 5.86 0.00(*) 
Post-hoc Scheffe 
1 PK C>B>D>E>F>G>A 
2 PA G>F>B>C>E>D>A 
3 ID B>F>G>C>E>A>D 
4 PI F>B>C>G>E>D>A 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05 は＊を示す。 
 
本研究の分析結果によるランキングの順次は関与程度(ID)＞購買意図(PI)＞知覚評価











表 4-27 台湾部分―独立サンプルの検定 
NO 項目 等分散検定 t 値 
有意確率  
(両側) 
1 PK 等分散を仮定しない 2.40 0.00(*) 
2 PA 等分散を仮定しない 2.62 0.00(*) 
3 ID 等分散を仮定しない 4.13 0.00(*) 
4 PI 等分散を仮定しない 4.11 0.00(*) 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 





を仮定しない列の T 検定結果を採用する。 
台湾健康食品の個人属性から内部要因の分析結果より、有意確率は商品知識(PK)＝0.00、




表 4-28 台湾部分―観察値概要 
平均値 
NO 項目 未婚 既婚 平均値 ランキング 
1 PK 3.26 3.09 3.16 4 
2 PA 3.98 3.87 3.92 3 
3 ID 3.98 3.89 3.93 1 
4 PI 4.02 3.82 3.92 2 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
 







































































1 PK 3.07 3.15 2.95 3.35 2.92 3.37 2.97 3.00 3.44 2.58 3.13 3.03 3.16 2.44 0.00(*) 
2 PA 3.71 4.01 4.28 3.94 4.07 3.88 3.88 4.06 4.12 3.46 3.66 3.85 3.92 7.05 0.00(*) 
3 ID 3.90 4.08 4.10 3.96 3.72 3.83 3.96 3.96 4.03 3.96 3.85 3.76 3.94 5.41 0.00(*) 
4 PI 3.94 4.03 4.21 3.93 3.70 3.82 3.91 4.06 4.18 3.81 3.87 3.59 3.93 3.68 0.00(*) 
Post-hoc Scheffe 
1 PK I>F>D>B>K>A>L>H>G>C>E>J 
2 PA C>I>E>H>B>D>F>G>L>A>K>J 
 103 
 
3 ID C>B>I>H>D>G>J>A>K>F>L>E 
4 PI C>I>H>B>A>D>G>K>F>J>E>L 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05 は＊を示す。 
 
本研究の分析結果によってランキングの順次は関与程度(ID)＞購買意図(PI)＞知覚評価




















A B C D E F 





















1 PK 2.82 2.99 3.30 3.45 3.24 3.13 3.16 8.04 0.00(*) 
2 PA 3.84 3.88 3.94 3.96 4.06 3.84 3.92 2.35 0.03(*) 
3 ID 3.84 3.96 3.97 3.97 4.06 3.73 3.94 4.17 0.00(*) 
4 PI 3.73 3.88 4.00 4.02 4.09 3.80 3.93 7.13 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PK D>C>E>F>B>A 
2 PA E>D>C>B>F>A 
3 ID E>D>C>B>A>F 
4 PI E>D>C>B>F>A 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
























A B C D E 










1 PK 2.07 2.69 3.26 3.30 3.52 3.16 27.80 0.00(*) 
2 PA 4.00 3.88 4.02 3.83 3.99 3.92 4.17 0.00(*) 
3 ID 3.86 3.92 3.96 3.96 3.86 3.94 0.93 0.44 
4 PI 3.97 3.83 3.96 3.98 3.82 3.93 3.04 0.01(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PK E>D>C>B>A 
2 PA C>A>E>B>D 
3 ID D>C>B>E>A 
4 PI D>A>C>B>E 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05 は＊を示す。 
 
本研究の分析結果によるランキングの順次は関与程度(ID)＞購買意図(PI)＞知覚評価



























表 4-32 日本部分―独立サンプルの検定 
NO 項目 等分散検定 t 値 
有意確率  
(両側) 
1 PS 等分散を仮定しない -2.51 0.01(*) 
2 IS 等分散を仮定する 6.95 0.00(*) 




分散を仮定しない列の T 検定結果を採用する。IS、PF は等分散を仮定する列の T 検定結
果を採用する。 
日本健康食品の個人属性から外部要因の分析結果より、有意確率は包装形態(PS)＝0.01、








表 4-33 日本部分―観察値概要 
                                   平均値 
NO 性別 男 女 平均値 ランキング 
1 PS 4.03 4.15 4.09 1 
2 IS 4.04 3.73 3.88 3 
3 PF 4.06 3.85 3.95 2 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
 







表 4-34 日本部分―観察値概要 
平均値 
NO 項目 




















1 PS 4.36 4.15 3.90 4.34 4.52 3.81 2.98 4.09 40.13 0.00(*) 
2 IS 4.05 3.94 3.86 3.92 3.95 3.39 3.99 3.88 8.70 0.00(*) 
3 PF 4.27 3.97 4.04 3.90 4.23 3.33 3.52 3.95 18.80 0.00(*) 
Post-hoc Scheffe 
1 PS E>A>D>B>C>F>G 
2 IS A>G>E>B>D>C>F 


















表 4-35 日本部分―独立サンプルの検定 
NO 属性 等分散検定 t 値 
有意確率  
(両側) 
1 PS 等分散を仮定する -3.38 0.00(*) 
2 IS 等分散を仮定しない -0.65 0.51 













表 4-36 日本部分―観察値概要 
                                  平均値 
NO 婚姻状況 未婚 既婚 合計 ランキング 
1 PS 3.99 4.16 4.09 1 
2 IS 3.86 3.89 3.88 3 










































































1 PS 4.09 4.16 3.84 4.26 4.12 4.08 4.37 3.60 3.99 4.31 3.72 2.77 4.09 19.81 0.00(*) 
2 IS 4.22 4.03 3.77 3.78 3.59 3.87 4.18 3.54 3.90 4.07 3.67 3.89 3.88 8.53 0.00(*) 
3 PF 3.98 4.14 3.51 3.92 3.71 4.25 4.26 3.29 4.17 4.28 4.13 3.13 3.95 17.63 0.00(*) 
Post-hoc Scheffe 
1 PS G>J>D>B>E>A>F>I>C>K>H>L 
2 IS A>G>J>B>I>L>F>D>C>K>E>H 




























A B C D E F 





















1 PS 3.96 3.61 3.85 3.67 4.33 4.47 4.09 27.48 0.00(*) 
2 IS 3.69 3.80 3.69 3.60 4.09 4.08 3.87 13.53 0.00(*) 
3 PF 3.75 4.08 3.69 3.73 4.12 4.09 3.95 8.98 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PS F>E>A>C>D>B 
2 IS E>F>B>A>C>D 






















A B C D E 














1 PS 3.61 3.94 4.15 4.16 4.37 4.09 10.19 0.00(*) 
2 IS 3.79 3.64 3.68 4.12 3.81 3.87 24.78 0.00(*) 
3 PF 3.98 3.60 3.76 4.24 3.79 3.95 31.27 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PS E>D>C>B>A 
2 IS D>E>A>C>B 
















 個人属性-性別 T 検定-外部 PS IS PF 
このセクションでは、台湾―個人属性から外部要因を分析し、それぞれ t検定および
ANOVA検定を行う。その結果で台湾セクション（H2）に解答する。外部要因一覧により、




表 4-40 台湾部分―独立サンプルの検定 
NO 項目 等分散検定 t 値 
有意確率 
(両側) 
1 PS 等分散を仮定しない 4.56 0.00(*) 
2 IS 等分散を仮定しない 5.76 0.00(*) 













表 4-41 台湾部分―観察値概要 
平均値 
NO 性別 男 女 平均値 ランキング 
1 PS 3.81 3.61 3.72 2 
2 IS 3.76 3.50 3.64 3 










表 4-42 台湾部分―観察値概要 
平均値 
NO 属性 
A B C D E F G  
















1 PS 3.97 3.89 3.79 3.52 3.71 3.83 3.43 3.72 7.93 0.00(*) 
2 IS 3.68 3.82 3.73 3.52 3.57 3.38 3.71 3.64 5.28 0.00(*) 
3 PF 3.64 3.73 3.78 3.69 3.85 3.34 3.64 3.73 3.43 0.00(*) 
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Post-hoc   Scheffe 
1 PS A>B>F>C>E>D>G 
2 IS B>C>G>A>E>D>F 













表 4-43 台湾部分―独立サンプルの検定 
NO 項目 等分散検定 t 値 
有意確率 
 (両側) 
1 PS 等分散を仮定する。 3.81 0.00(*) 
4 IS 等分散を仮定しない。 3.87 0.00(*) 













表 4-44 台湾部分―観察値概要 
平均値 
NO 婚姻状況 未婚 既婚 平均値 ランキング 
1 PS 3.82 3.61 3.72 2 
2 IS 3.76 3.50 3.64 3 











































































1 PS 3.77 3.79 3.79 3.61 3.46 3.71 3.78 3.75 4.03 3.87 3.71 3.38 3.72 4.26 0.00(*) 
2 IS 3.69 3.81 3.80 3.66 3.56 3.51 3.67 3.82 3.66 3.75 3.41 3.36 3.64 2.85 0.00(*) 






























A B C D E F 





















1 PS 3.59 3.73 3.82 3.70 3.82 3.58 3.72 3.33 0.00(*) 
2 IS 3.56 3.58 3.72 3.67 3.84 3.49 3.64 3.96 0.00(*) 
3 PF 3.60 3.56 3.72 3.84 4.00 3.80 3.73 7.88 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PS C>E>D>B>A>F 
2 IS E>C>D>B>A>F 























A B C D E 











1 PS 3.81 3.65 3.75 3.78 3.58 3.72 2.77 0.02(*) 
2 IS 3.93 3.51 3.73 3.63 3.62 3.64 4.23 0.00(*) 
3 PF 3.87 3.70 3.72 3.75 3.66 3.73 0.88 0.47 
Post-hoc   Scheffe 
1 PS A>D>C>B>E 
2 IS A>C>D>E>B 

































個人属性-性別 -購買決定（Purchase Decision）―T検定 
 
表 4-48 日本部分―独立サンプルの検定 
 
NO 項目 
等分散性のための Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 
等分散検定 F 値 
有意 
確率 
t 値 有意確率 (両側) 
1 PD 等分散を仮定しない 16.22 0.00 -5.05 0.00(*) 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 














表 4-49 日本部分―標本平均値 
平均値 
NO 項目 
A B C D E F G 














1 PD 3.34 3.97 3.98 3.93 3.92 3.70 3.61 3.88 6.18 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PD C>B>D>E>F>G>A 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
 注：P < 0.05は＊を示す。 
 







  個人属性-婚姻状況-購買決定（Purchase Decision）―ｔ検定 
 
表 4-50 日本部分―独立サンプルの検定 
 
NO 項目 
等分散性のための Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 
等分散検定 F 値 
有意 
確率 
t 値 有意確率 (両側) 
1 PD 等分散を仮定する。 0.77 0.37 -2.97 0.003 (*) 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05は＊を示す。 
 
本研究の調査結果によってＦ検定の有意確率は PD=0.378。 PD=0.378 ＞0.05、したが
って、対立仮説は破棄されるべきであった。帰無仮説を受け入れ、等分散を仮定するを受
け入れる。等分散を仮定する列の T検定結果を採用する。 
 本研究の調査結果によって有意確率は PD＝0. 003 であった。PD＝0.003で、有意確率 












































































1 PD 3.62 3.52 3.88 4.14 3.86 3.80 4.21 3.51 3.65 3.54 3.43 3.36 3.88 10.67 0.00(*) 
Post-hoc Scheffe 
1 PD G>D>C>E>F>I>A>J>B>H>K>L 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05は＊を示す。 
 
















A B C D E F 



















1 PD 3.70 3.76 3.78 3.71 4.13 4.06 3.50 11.09 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PD E>F>C>B>D>A 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 























A B C D E 










1 PD 3.53 3.62 3.80 4.12 3.73 3.88 16.95 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PD D>C>E>B>A 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05は＊を示す。 
 

















個人属性-性別 -購買決定（Purchase Decision）―T検定 
 
表 4-54 台湾部分―独立サンプルの検定 
 
NO 項目 
等分散性のための Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 
等分散検定 F 値 
有意 
確率 
t 値 有意確率 (両側) 
1 PD 等分散を仮定する 1.109 0.29 0.96 0.33 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 










表 4-55 台湾部分―標本平均値 
平均値 
NO 項目 
A B C D E F G  















1 PD 3.54 3.39 3.59 3.51 3.59 3.49 3.61 3.53 2.83 0.01(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PD G>C>E>A>D>F>B 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
 注：P < 0.05は＊を示す。 
 











表 4-56 台湾部分―独立サンプルの検定 
NO 項目 
等分散性のための Levene の検定 2 つの母平均の差の検定 
等分散検定 F 値 
有意 
確率 
t 値 有意確率 (両側) 
1 PD 等分散を仮定する 1.29 0.25 -1.66 0.09 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05は＊を示す。 
 
分析結果によって等分散を仮定するを受け入れる。等分散を仮定する列の T検定結果を
採用する。表 4-56によって購買決定（PD）の有意確率は 0.09であった。有意確率 PD






































































1 PD 3.78 3.65 3.42 3.45 3.61 3.29 3.68 3.54 3.55 3.60 3.37 3.49 3.53 6.09 0.00(*) 
Post-hoc Scheffe 
1 PD A>G>B>E>J>I>H>A>L>D>C>K>F 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05は＊を示す。 
 


















A B C D E F 




















1 PD 3.52 3.50 3.48 3.58 3.53 3.59 3.53 0.89 0.48 
Post-hoc   Scheffe 
1 PD F>D>E>A>B>C 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05は＊を示す。 
 
台湾の個人属性―平均月收は購買決定（PD）に対して顕著な差異がなかった。本研究の












A B C D E 










1 PD 3.62 3.64 3.45 3.56 3.38 3.53 6.21 0.00(*) 
Post-hoc   Scheffe 
1 PD B>A>D>C>E 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
注：P < 0.05は＊を示す。 
 

















数 t 値 有意確率 共線性の統計量 
B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF 
1 
(定数) 2.11 0.18   11.6 0.00 
  
PK 0.08 0.02 0.09 3.15 0.00 0.87 1.14 
PA 0.04 0.03 0.03 1.05 0.29 0.81 1.22 
ID 0.23 0.04 0.21 5.67 0.00 0.56 1.77 
PI 0.08 0.04 0.07 1.86 0.06 0.59 1.69 
R2 =0.48  Ad-R2=0.44  F=30.815  P=0.000*  D-W=0.03 
注：従属変数-購買決定（PD）。P＜０．０５は＊を示す。 




D-W 値は 0.03 と 2 に近いことから、誤差項間に関連性はないと言える。他にも VIF 値
は 10 を下回ることから、各変数において共線性がないことがわかる。本モデルの回帰方
程式は Y（購買決定）=2.11+0.08*PK+0.04*PA+0.23*ID+0.08*PIで、有意である（F=30.815、
p=0.000<0.05）。また、PK と ID の係数は有意であり、正である。よって消費者の購買決
定は内部要因の（PK 平均値 3.52）と(ID 平均値 4.08）の影響を受け、しかもプラスの影
響であると言える。言い換えれば、健康食品消費者の購買決定要因が内部要因の（PK 平




















数 t 値 有意確率 
共線性の統計量 
B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF 
1 
(定数) 2.76 0.12   21.81 0.00  
  
PK -0.10 0.01 -0.19 -6.09 0.00  0.83 1.19 
PA -0.03 0.03 -0.03 -1.15 0.25 0.74 1.33 
ID 0.19 0.04 0.21 4.66 0.00  0.36 2.71 
PI 0.11 0.04 0.12 2.59 0.00 0.35 2.84 
R2 =0.38  Ad-R2=0.33  F=32.97  P=0.000*  D-W=2.78 
注：従属変数 購買決定要因（PD）。P＜０．０５は＊を示す。 








よって消費者の購買決定は内部要因の（PK 平均値 3.16）、(ID 平均値 3.92）、(PI 平均値
3.95）の影響を受け、しかも(ID平均値 3.92）と(PI平均値 3.95）はプラスの影響である












第六節 外部要因―購買決定 回帰分析 
[1] 日本 
 





t 値 有意確率 
共線性の統計量 
B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF 
1 
(定数) 1.97 0.17   11.41 0.00 
  
PS 0.11 0.03 0.10 3.51 0.00 0.88 1.13 
IS 0.09 0.04 0.08 2.42 0.01 0.73 1.36 
PF 0.26 0.03 0.24 7.29 0.00 0.73 1.36 
R2 =0.55  Ad-R2=0.52  F=47.85  P=0.000*  D-W=2.38 
注：従属変数 購買決定（PD）。P＜０．０５は＊を示す。 








よって消費者の購買決定は外部要因の（PS 平均値 3.96）、( IS 平均値 3.90）、( PF 平均
値 4.03）の影響を受け、しかもプラスの影響であったと言える。言い換えれば、健康食






















数 t 値 有意確率 
共線性の統計量 
B 標準誤差 ベータ 許容度 VIF 
1 
(定数) 2.09 0.1   20.19 0.00  
  
PS -0.01 0.02 -0.02 -0.68 0.49  0.67 1.48 
IS 0.16 0.02 0.21 5.89 0.00  0.57 1.73 
PF 0.23 0.02 0.29 9.63 0.00  0.77 1.29 
R2 =0.48  Ad-R2=0.43  F=83.07  P=0.000*  D-W=2.83 
注：従属変数-購買決定（PD）。P＜０．０５は＊を示す。 




D-W 値は 2.83 と 2 に近いことから、誤差項間に関連性はないと言える。他にも VIF 値
は 10 を下回ることから、各変数において共線性がないことがわかる。本モデルの回帰方
程式は Y（購買要因）=2.09-0.01*PS+0.16*IS+0.23*PF で、有意である（F=83.07、
p=0.000<0.05）。また、IS と PF の係数は有意ありかつ正数であった。よって消費者の購
買決定は外部要因の（IS 平均値 3.68）と(PF 平均値 3.79）の影響を受け、しかもプラス
の影響であったと言える。言い換えれば、健康食品消費者の購買決定は外部要因の（IS










第七節 内部要因―外部要因―購買決定 媒介分析  
[1] 日本 
     
















数 t 値 有意確率 VIF 
B 標準誤差 ベータ 
1 
(定数) 2.051 0.097  21.234 0.000*  
PK 0.009 0.014 0.015 0.612 0.541 1.147 
PA -0.085 0.021 -0.104 -4.127 0.000* 1.225 
ID 0.086 0.022 0.118 3.862 0.000* 1.776 
PI 0.480 0.024 0.600 20.175 0.000* 1.695 







数 t 値 有意確率 VIF 
B 標準誤差 ベータ 
2 
(定数) 1.29 0.19  6.53 0.000*  
内部要因 0.29 0.04 0.19 5.99 0.000* 1.27 
外部要因 0.36 0.04 0.24 7.63 0.000* 1.27 






表 4-65 台湾部分の媒介分析表 
（出所）：統計分析結果により筆者作成。 
 
















数 t 値 有意確率 
VIF 
B 標準誤差 ベータ 
1 
(定数) 1.122 0.101  11.147 0.000  
PK -0.045 0.013 -0.085 -3.394 0.001 1.197 
PA 0.102 0.024 0.111 4.240 0.000 1.335 
ID 0.178 0.034 0.197 5.266 0.000 2.712 
PI 0.413 0.034 0.459 11.976 0.000 2.842 








t 値 有意確率 VIF 
B 標準誤差 ベータ    
2 
(定数) 2.390 .122  19.542 0.000*  
内部要因 -.153 .034 -.146 -4.557 0.000* 1.353 
外部要因 .463 .032 .462 14.378 0.000* 1.353 








表 4-66 日‧台の影響効果比較表 
 






















































































































































































   
  表 5.1の分析結果により、日・台消費者の個人属性はその健康食品の購買行動において、
内部要因と外部要因のとの間に差異があったが、類似点がいくつがある。その中で注目さ
れたのは、月給 18万以上の消費者は、内部要因と外部要因を 18万以下の消費者より重視




































































































































表5-3  Ｈ１－クロスリファレンス表 





  ＰＫ ＰＡ ＩＤ ＰＩ ＰＫ ＰＡ ＩＤ ＰＩ 
PK PA 
ID PI 
1性別 × ○ × × ○ PK ID PI 





4職業 ○ ○  
5平均月收 ○ ○  















の IS＝情報源 (Information Source)、PF＝価格要因 (Price Factor)に対
して差異がないことが分かった。台湾における個人属性の婚姻状況は外部
要因の PF＝価格要因 (Price Factor)に対して差異がないことが分かった。




    
表5-4  Ｈ２－クロスリファレンス表 





  ＰＳ ＩＳ ＰＦ ＰＳ ＩＳ ＰＦ PS IS PF 
1性別 ○ ○  
2年齡 ○ ○  
3婚姻状況 ○ × × ○ ○ × IS PF 
4職業 ○ ○  
5平均月收 ○ ○  






外部要因： PS＝包装形態 (Packaging Styles)、 
IS＝情報源 (Information Source)、 
































































（PK平均値 3.16）+0.19*(ID平均値 3.92）+0.11*(PI平均値 3.95）で、（PK
平均値 3.16）+ (ID平均値 3.92）+(PI平均値 3.95）において有意差があり
かつ正数であった。よって消費者の購買決定は内部要因の（PK平均値3.16）
+(ID 平均値 3.92）+(PI 平均値 3.95）の影響を受け、しかもプラスの影響
であると言える。言い換えれば、健康食品消費者の購買決定は内部要因の
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③ 日本・台湾では同様にに月給 18 万以上の消費者は内部要因の重視程度が 18 万以
下より高い。 































の包装に対して、安心感は同じであった。       
③ 健康食品の購入について、講演会や商品の説明会による影響は日本・台湾の消費





















































































購買決定との間に直接係数が 0.117 であり、間接効果が 0.243 であった。一方、台湾
の場合、健康食品に対する消費者への調査結果により、外部要因は内部要因と購買
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1、あなたの性別：   a.  男性         b.  女性                           
 
2、あなたの年齡は：  
a.20 才以下  b.21~30 才 c.31~40 才   d.41~50 才 e.51~60才 






4.あなたの職業は：    
a.公務員、教師                   b.製造業 c.農業 d.漁業 e.サービス業 
f.専業主婦 g.自由業  h.会社員(内勤) i.会社員(肉体労働)  
j.企業主 k.学生 l.退職者  k.その他  
 













研究室電話·FAX:099-263-0668  E-Mail:daviekago@gmail.com 





a.90,000 円以下   b.90,001~120,000 円  c.120,001~150,000 円 
d.150,001~180,000 円     e.180,001~210,000 円 f.210,001~240,000 円 
g.240,001 円以上   
 
6、あなたの学歴は：  
a.中学校以下 b.高等学校・高等専修学校 c.短期大学・専門学校 












































7. 私は健康食品についてかなり詳しい。 1 2 3 4 5 
8. 私は健康食品に関する知識を積極的に集めている。 1 2 3 4 5 
9. 私は他人に対して健康食品についてのアドバイスを与えることができる。 1 2 3 4 5 
10. 私はいくつかの健康食品の効用またはブランドの違いを比較し、指摘するこ
とができる。 




1 2 3 4 5 
12. 規則や規定に違反した健康食品業者に対する政府の取り締まりが厳しくな
ればなるほど、健康食品を安心して購入できる 
1 2 3 4 5 
13. 認証マークがある健康食品のほうが、購入する意欲は高まる 1 2 3 4 5 






1 2 3 4 5 
16. メーカーが商品の各検査結果を公表しているかどうかは、非常に重要である 1 2 3 4 5 
17. メーカーが商品の効用について詳細に説明するかどうかは、非常に重要で
ある 
1 2 3 4 5 
内部要因―関与程度 




1 2 3 4 5 
20. 健康食品にとても興味がある  1 2 3 4 5 




1 2 3 4 5 
23. 近日中に健康食品を購入する予定がある  1 2 3 4 5 
24. 今後、健康食品を購入したいと考えている  1 2 3 4 5 
25. 今後、健康食品の購入を親戚や友人に薦めたいと考えている  1 2 3 4 5 
26. 今後、健康食品の購入金額を増やしたいと考えている  1 2 3 4 5 
外部要因―包装形態 
27. 錠剤の健康食品は安心して購入できる * 1 2 3 4 5 
28. 液状の健康食品は安心して購入できる * 1 2 3 4 5 
29. 粉末の健康食品は安心して購入できる * 1 2 3 4 5 
30. ガラス瓶に包装されている健康食品は安心して購入できる * 1 2 3 4 5 
31. プラスチックボトルに包装されている健康食品は安心して購入できる * 1 2 3 4 5 
32. PTP シート（薬をアルミなどの薄い金属とプラスチックで 1 錠ずつ分けて包装
したもの）の健康食品は安心して購入できる * 
1 2 3 4 5 
33. アルミ分包の健康食品は安心して購入できる * 1 2 3 4 5 
外部要因―情報源 
34. 健康食品の購入において、テレビやラジオの広告による影響は大きい  1 2 3 4 5 
 165 
 
35. 健康食品の購入において、新聞や雑誌の広告による影響は大きい  1 2 3 4 5 
36. 健康食品の購入において、インターネット上における購入者による評価の影
響は大きい  
1 2 3 4 5 
37. 健康食品の購入において、親戚および友人の薦めによる影響は大きい  1 2 3 4 5 
38. 健康食品の購入において、セールスマンの薦めによる影響は大きい  1 2 3 4 5 
39. 健康食品の購入において、講演会や商品の説明会による影響は大きい  1 2 3 4 5 
外部要因―価格要因 
40. 価格が多少高くても、知名度の高いブランドの健康食品を購入したい  1 2 3 4 5 
41. 価格が多少高くても、商品の保証やアフターサービスを重視する  1 2 3 4 5 
42. 価格が多少高くても、過去に購入した健康食品と同じ商品を購入することが
多い  
1 2 3 4 5 
43. 価格が多少高くても、健康食品の広告を信用して購入する  1 2 3 4 5 
44. 価格が多少高くても、健康食品の購入の際は、効能を最も重視する  1 2 3 4 5 
購買決定 
45 健康食品の購入において、学術的な報道や医学雑誌による影響を与える。  1 2 3 4 5 
46. 健康食品の購入において、実際に摂取した人の評価による影響を与える。  1 2 3 4 5 
47. 健康食品を購入する時、安い価額が購買決定の影響を与える。  1 2 3 4 5 
 
 
 
 
 
 
 
以上でアンケートは終了です。ご多忙中、ご協力いただき、誠にありがとうございました！ 
 
